

























た作品でもある（Havel, Spisy4 Eseje 744）。そのような転機を作った戯曲
にもかかわらず，この作品と「アンテナの上の蝶 Motýl na anténě（1968）」
だけは1999年に『選集 Spisy  1-7』が刊行されるまで印刷された文書で出
版されることはなかった。それ以外の戯曲には，それまでに出版される機
会があったのである。作品に関して選集の説明には1960年作成ではなく，













か三十頁足らずで，「一幕物の悲劇TRAGÉDIE O JEDNOM DĚJSTVÍ」と副
題が付けられている。同じく選集において初めて出版された「アンテナの


































































































































い浮かべるのはローマ法王フェリクス（対立教皇である 2 世と 5 世を含め
た 1 世から 5 世）たちであり，Felixの名を持つ聖人と列福者たち（ヴァ
ロアの聖フェリクスSvatý Felix z Valois，カンタリーチェの聖フェリクス
































４．２．米国製アニメーション『フィリックス・ザ・キャット Felix the 
Cat / Kocour Felix』
















s kanárem」と「アームチェアに座ったおばあちゃんlenoška s Babičkou」


























「私こそが監視するjá se dívám」（Havel, Spisy2 Hry 11）
という文言を織り交ぜて呟き，二回目の同じ箇所では，
「（私は）歌うのが好きráda zpívám［中略］私のカナリアよ，回復せよ





chvílí mi zemřel můj milý kanár Felix ［…］ Už delší dobu, pravda nemocen. 















































呪文のように半ば意味不明の決まり文句を言う箇所（Havel, Spisy2 Hry 
11,12,14,19），ポコルニー夫人が洗うprátと遊ぶhrátを並べて一つの意味だ
と言う箇所（Havel, Spisy2 Hry 13），買物リストに同音で始まる単語が羅
列される箇所（Havel, Spisy2 Hry 21），ポコルニー夫妻が健康にはラード































































と対と思われる「アンテナの上の蝶 Motýl na anténě」と，「明日，私たちは
それを始めます Zítra to spustíme」の最後には逆に「終わりkonec」としか





上の蝶 Motýl na anténě」「明日，私たちはそれを始めます Zítra to spustíme」
はハヴェルにとって単なる創作物ではない，現実と非常に深い関わりを持
つ創作物であるということである。そして，「アンテナの上の蝶Motýl na 
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